
第 4 章 振 動

第 t 節 振動の現況

1 概 要

振動は 、 その発生源か生産工場、 建築 土木工事、 交通機関等か主体 と な っ て お 人 騒音 と 同様に

感覚的 、 かつ 、 心理的な要素か加わ り 、 不快感や気分が イ フ イ フ す る等の被害を与え 、 ま た 、 振動が

大 きか っ た り 、 発生源が近接 して い る場合は 、 壁、 タ イ ル等の ヒ ビ 割れ 、 屋根かわ ら の ズ レ等の物的

被害を生 じ る 。 ( 表 1 0 6 )

平成 2 年度 の振動苦 情 は 1 件 であ っ た 。

表 1 06 地震 と 振動 レ ヘル

気 象 庁 震 度 階 級 ( 1 94 9 年 )

l
0 無感 ( No fee l l ng )

人体に感 じな いで地震計に 。己録 さ れ る程度

加速度 0 8 ga l ( 5 5 d B ) 以 下

I 微震 ( S 1 1 g h t )

静止 して い る人や 、 特に地震に注意深い人えけに感ず る程度の地震

0 . 8 ~ 2 . 5 ga l ( 5 5 ~ 65 d B )

肛 軽震 ( We ak )

多せ いの人に感ずる程度の も の で 、 戸 、 障子かわずかに動 く の がわか る く ら いの地震

2 5 ~ 8. 0 ga l ( 65 ~ 7 5 d B )

m 弱震 ( R a t h e r s t r o ng )

家屋かゆれ 、 戸 、 障子がカ タ カ タ と 鳴動 し 、 電灯の よ う な つ り 予 け 物は相当ゆれ器内 の水面の

動 く のかわか る程度の地震

8 0 ~ 25 0 ga l ( 7 5 ~ 85 d B )

N 中藤 ( S t r o ng )

家屋の震動か激 し く 、 すわ り の悪い花びん な どは倒れ 、 器内 の水はあふれ出 る 。 ま た 、 歩 いて

い る人に も感 じ ら れ 、 多 く の人 々 は戸外に飛び出す程度の地震

25 . 0 ~ 80 0 g a l ( 85 ~ 95 d B )

V 強震 ( V e ry s t r o ng )

壁に割 目 かはい り 墓石 、 石 と う る か倒れた り 、 煙突 、 石垣 な と か破損する程度の地震
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80 , 0 ~ 250 0 ga l ( 95 ~ 1 05 d B )

W 烈震 ( D 1 s a s t r o u s )

家屋の倒壊は 30 %以下で山 く ずれか起 き地割れを生 し 、 多 く の人 々 はすわ っ て い る こ と かで き

ない程度の地震

250 . 0 ~ 400 0 ga l ( 1 0 5 ~ 1 1 o d B )

W 激震 ( V e ry d 1 s a s t r ou s )

家屋の倒壊か 30 %以 上にお よ び 、 山 く ずれ、 地割れ 、 断層 な どを生ず る

400 0 ga l ( n o d B ) 以 上

笹) ga 1 と d B と の換算は周波数か 4 ~ 8 H z と 仮定 し 、 1 ga l = l cm / S 2 = 0 . 0 1 m / S 2 の関係

か ら振動 レヘルを求めた。 な お 、 本表の加速度値は ピ ー ク 値であ る 。

2 各種振動測定調査結果

= ) 道路交通振動圃査

環境週間 ( 6 月 5 日 ~ 1 1 日 ) の行事の一つ と して 、 鳥取市 6 地点 、 倉吉市 3 地点 、 米子市 6 地点、

及び境港市 3地点。十 1 8 地点に お い て昼間時 に お け る 道路交通振動測定 を し 、 併せて 自 動車台数 (原

付 自 動二輪車以上 ) を 凋査 し た 。 (表 1 07 )

こ の 調 査 は 振動規制 法 に 基つ く 測定方 法で行 い そ の 8 0 パ ー セ ン ト レ ン ジ の 上 端値 の 平均

値で見れば 、 鳥取市 42 ~ 48 プ シ ベ ル ( 以下 ｢ dB ｣ と 記す。 ) 倉吉市 4 1 ~ 4 8 dB 、 米子市 42 ~

50 d B 、 境港市 3 5 ~ 45 d B であ り 、 いずれの地点において も 振動規制法第 1 6 条に基つ く指定地域

内におけ る道路交通振動の限度 と 比較すれば限度以下で あ る 。

( 2 ) 環境振動実態調査

平成 2 年度 中 に 、 振動規制法に基づ く 規制地域の指定を行 っ て い る 4 市 ( 1 6 地点 ) に お い で実

施 し た全時間帯調査結果 は表 1 08 の と お り で あ る 。

巍査結果をみる と 、 いずれの地点において も 、 振動規制法第 1 6 条に規定す る指定地域内 におけ る

道路交通振動の限度以下であ る 。
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表 107 平成 2 年度 道路交通振動測定結果

測 定 地 点 所在地

道路が
有する
車線数

道 路 交 通 振 動 総 車 両 通過 台 数

振 動 レ ベ ル
〔80% レ ン ジ
上端値 (d B) 〕

道 交通振動
の限度 @0%
レ ン ジ上端値
( dB ) 〕

髯域男

最 高
(大型車)

(台 / 1 0
分間 )

最 低

欽【型車)

(台 / 1 0
分間)

平 均
(大型車)

(台 / 1 0
分間)

最高値 最低値 平均値 髯域男

鳥取市
鳥 取 駅 前

永 楽

温泉町

2 車 線
を こ え る

5 1 45 47 第 2 種 70 1 98 ( 9 ) 1 59 ( 1 1 ) 1 7 9 ( 1 3 )

鳥取県物産観
光セ ン タ ー 前

末 広

温泉町

2 車 線
を こ え る

52 47 50 メソ メソ 22 8 ( 2 3 ) 1 7 8 ( 7 ) 2 05 ( 1 2 )

県 庁 前 東 町
2 車 線
を こ え る

5 1 43 46 メノ メソ 1 65 ( 9 ) 1 3 5 ( 9) 1 49 ( 1 2 )

大 村 薬 局 前 片 原 2 車 線 49 44 45 メソ メソ 1 62 ( 1 ) 1 1 1 ( 1 ) 1 2 8 ( 2 )

鳥取警察署附
近(漁連会館)

青葉町 2 車 線 50 4 2 4 5 メソ メソ 3 94 ( 1 6 ) 27 5 ( 2 1 ) 3 2 1 ( 20 )

面谷外科附近 吉方町
2 車 線
を こ え る

46 44 4 5 第 1 種 65 2 0 1 ( 1 2 ) 1 5 2 ( 7 ) 1 84 く 1 1 )

米子市
米 子 駅 前 明治町

2 車 線
を こ え る

48 45 4 7 第 2 種 70 2 1 2 ( 24 ) 1 36 ( 1 4) 1 6 6 ( 1 9 )

中 国 電 力 前 加茂町
2 車 線
を こ え る

47 44 45 たソ イン 2 5 6 ( 22 ) 2 0 1 ( 1 8) 2 2 1 (2 1 )

米子市公会堂 角盤町
2 車 線
を こ え る

48 44 46 イン " 39 5 ( 1 7 ) 284 ( 1 5 ) 35 4 ( 20 )

｢ 消 防 署 附 近
(理容セ ンス前)

富 士

見 町

2 車 線
を こ え る

5 0 44 47 イン イン 3 0 1 ( 24 ) 24 2 ( 8) 2 7 7 ( 1 5 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西福原
2 車 線
を こ え る

50 48 49 パン メソ 445 ( 2 3 ) 3 1 2 ( 1 3) 3 6 8 (2 2 )

山陰 ナ シ ョ ナ

ル製品販売前
米 原

2 車 線
を こ え る

44 4 1 4 3 第 1 種 65 45 6 ( 24 ) 3 1 2 ( 24) 3 6 1 ( 3 5 )

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明 治町 2 車 線 44 3 9 42 第 2 種 70 1 0 0 ( 4 ) 5K 5) 8 1 ( 6 )

倉吉駅前通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

50 45 48 メソ メソ 244 ( 1 5 ) 1 47 ( 1 3 ) 1 83 ( 1 3 )

宮 川 町
ロ ー タ ノ ー

宮川町
2 車 線
を こ え る

53 43 46 " メソ 1 86 ( 6 ) 1 48 ( 6 ) 1 68 ( 7 )

境港市

鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前

上道町 2 車 線 47 4 1 43 " イン 1 57 ( 1 3 ) 9 5 ( 1 2 ) 1 1 9 ( 1 5 )

境 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 50 43 46 第 1 種 65 1 1 9 ( 1 1 ) 1 06 ( 1 2 ) 1 1 4 ( 1 0 )

山陰合同銀行
境 西 支 店 前

外江町 2 車 線 45 36 3 9 イン イン 83 ( 6 ) 4 7 ( 6 ) 7K 6 )

郡家町 郡家保健所前 郡 家 2 車 線 39 28 34 イン イン 1 6 3 QD 7 8 ( 1 O ) 1 0 9 ( 1 7 )

河原町
河 原 町 役 場
入 口 付 近

彼一木 2 車 線 4 2 36 40 イン ろソ 1 6 5 ( 43 ) 1 0 0 ( 44 ) 1 4 0 ( 40 )

羽合町 田後ハス停付近 田 後 2 車 線 47 3 9 4 3 れ7 れソ 2 2 9 ( 7 ) 1 2 7 ( 1 2 ) 1 5 0 ( 1 3 )

日

血
根雨保健所前 根 雨 2 車 線 3 5 25 3 0

-
"

-
れツ 1 48 ( 29 ) 7 9 ( 1 8 ) 1 0 5 ( 2 8 )

(濁 測定値は午前 8 時か ら午後 4 時 ま での 2 時間お き 5 回の測定
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昭 和 6 1 年 ~ 平 成 2 年 の 年 度 変 化 ( 平 均 値 )

道 路 交 通 振 動

@0% レ ン ジの上端値 ( d B ) 〕 総痺両纖台数 ,台 〆議論
61 年度 62年度 63年度 元年度 2 年度 61 年度 62年度 63年度 元年度 2 年度

48 47 46 46 47 1 46 ( 1 2 ) 1 5 2( 1 5 ) 1 4 5 ( 1 3) 1 69 ( 1 2 ) 1 79 ( 1 3 )

48 48 4 7 48 5 0 1 9 6 ( 1 6 ) 1 84( 1 4 ) 1 80 ( 1 0 ) 1 95 ( 1 0 ) 2 05 ( 1 2 )

4 7 48 4 7 46 46 1 4 3( 1 5 ) 1 5 2( 1 4 ) 1 49 ( 1 4 ) 1 70 ( 1 2 ) 1 49 ( 1 2 )

45 4 5 44 45 4 5 1 30 ( 4 ) 1 36( 3 ) 1 49 ( 3 ) 1 44 ( 2 ) 1 28 ( 2 )

4 1 42 42 42 45 2 8 1 (2 0 ) 3 1 4( 1 8 ) 32 1 ( 1 7 ) 3 1 0 ( 1 7 ) 32 1 ( 20 )

48 44 4 5 44 45 1 92 ( 1 2 ) 1 85( 9 ) 1 8 9 ( 1 D 1 82 ( 1 0 ) 1 84 ( 1 1 )

46 49 4 9 5 0 47 1 3 1 ( 2 1 ) 1 3 7( 2 1 ) 1 5 0 ( 1 7 ) 1 49 ( 2 1 ) 1 66 ( 1 9 )

46 5 0 5 0 49 45 2 28 ( 33 ) 2 4 6( 30 ) 2 44 ( 30 ) 2 5 9 ( 4 1 ) 2 2 1 ( 2 1 )

46 49 5 0 50 46 3 32 ( 34 ) 337( 36 ) 32 3 ( 32 ) 360 ( 42 ) 3 54 ( 20 )

4 6 4 5 4 5 4 3 47 2 47 (2 4 ) 2 33( 1 3 ) 2 4 2 ( 1 0 ) 2 28 ( 1 3 ) 27 7 ( 1 5 )

49 49 50 5 0 49 35 1 (45 ) 370(35 ) 38 3 ( 35 ) 38 1 ( 4 1 ) 368 ( 22 )

4 3 44 42 42 43 3 1 5色9 ) 33 1 (33 ) 347 ( 30 ) 3 3 1 ( 34) 36 1 ( 3 5 )

38 39 4 1 4 1 42 8 1 ( 7 ) 98( 7 ) 80 ( 5 ) 8 2 ( 6 ) 81 ( 6 )

4 6 4 7 48 48 48 1 69 ( 1 1 ) 20 0 ( 1 1 ) 1 7 7 ( 1 0 ) 1 8 9 ( 1 3 ) 1 83 ( 1 3 )

47 48 49 46 46 1 9 8 ( 9 ) 1 88 ( 8 ) 1 8 9 ( 7 ) 1 7 9 ( 8 ) 1 68 ( 7 )

46 46 4 5 4 2 43 1 0 8 ( 1 2 ) 1 2 0 ( 1 0 ) 1 2 4 ( 1 2 ) 1 33 ( 7 ) 1 1 9 ( 1 5 )

4 3 46 44 45 46 97 ( 1 2 ) 1 1 1 ( 8 ) 1 2 6 ( 1 2 ) 1 1 0 ( 9 ) 1 1 4 ( 1 0 )

35 34 33 35 3 9 5 7 ( 6 ) 6 3( 6 ) 7 3 ( 6 ) 70 ( 3 ) 7 1 ( 6 )
1

34 1 09 ( 1 7 )

40 1 40 ( 40 )

43

I

I 1 5 0 ( 1 3 )

3 0 1 05 ( 28 )

一 1 1 0 …



表 1 08 平成 2 年度 環境振動実態凋 査結果

地区測定月日 測 定 場 所 所在地 道 路 名 車線数
測定値
80% レ
ノ シ の

上端値
( d B )

交 通 量

( ) 大型

( 台/ 1 0 分間 )

道路交通振

動の限度 80
% レ ソ ノ の

上端値(dB )

昼間 夜間 昼間 夜間 区域区分
ぞ馨)

昼間 夜間

鳥取市1 0月29日
山 の 手 会 館 前 吉方町 国 道 29 号 2 55 47 1 7 3 ( 1 4 ) 1 4 1 ( 6 ) 1I▲ 65 60

N T T 鳥 取 支 社 前 湯所町 国 道 29 号 2 5 3 42 2 3 2 ( 2 1 ) 93 ( 5 ) 1I- 6 5 60

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前 痘泉蒋 (-) 福部 鳥 取線 2 44 4 1 1 3 1 ( 7 ) 6 2 ( 4 ) 2 7 0 6 5

新 日本海シ ョ ン ピングタ ウ ン前 天神町 国 道 53 号 4 44 37 2 1 5 ( 2 1 ) 1 34 ( 8 ) 2 70 6 5

倉吉市1 0月焔･1 9日
市 立 倉 吉 西 中 学 校 裏 秋 喜 副倉吉赤碕中山線 2 43 3 2 87 ( 8 ) 4 1 ( 2 ) ｣1I“ 65 60

ビ ノ ク フ イ フ ト ー ホ ー 横 米 田町 国 道 1 79 号 4 3 7 3 1 1 2 9 ( 1 3 ) 6 3 ( 5 ) 1 65 60

小 林 薬 局 前 明治町 (-)木地山倉吉線 2 43 36 8 1 ( 9 ) 34 ( 3 ) 2 70 65

上 丼 ビ ル 前 山 根 国 道 1 79 号 4 49 3 6 20 7 ( 1 4 ) 9 5 ( 3 ) 2 70 65

米子市1 0月23日
後 藤 ヶ 丘 中 学 校 入 口 上後藤 市道外浜街道線 2 40 3 6 1 り 6 ( 1 ) 5 7 ( 1 ) 1 65 60

戸 口 田 医 院 前 上福原 (-) 皆生西 原線 4 42 38 1 73 ( 4 ) 9 4 ( 3 ) 1 65 60

竹 内 医 院 前 根因町 国 道 9 号 2 3 5 3 1 1 9 6 (2 2 ) 1 49 ( 1 0 ) 2 70 6 5

建 設 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 56 48 2 47 (29 ) 146 ( 1 0 ) 2 70 65

境港市1 0月伍･第日
境 公 民 館 湊 町 (戦 米 子境港線 2 46 4 1 1 1 0 ( 1 3 ) 46 ( 4 ) 1 65 60

山陰合 同銀行境西支店前 外江町 (副 米 子 境港線 2 3 6 3 2 98 ( 8 ) 6 9 ( 4 ) 1 65 60

境 家 具 店 前 東本町 (-) 境 港 線 2 38 33 48 ( 2 ) 1 7 ( 1 ) 2 70 65

都 田 水 産 前 上道町 国 道 43 1 号 4 37 3 1 1 34 ( 1 3 ) 5 9 ( 6 ) 2 70 6 5

(濶 1 . 時間区分 振動 昼間 午前 8 時~午後 7 時、 夜間 . 午後 7 時~翌 日 の午前 8 時

2 . 測定時刻 午前 5 時 、 7 時、 1 0 時、 午後 4 時、 7 時、 1 0 時

3 . 振動の春間 ･ 夜間 測定値は各時間胚分の平均値で あ る 。

4 . 交通量は 、 自 動二輪車以上の道路に面す る 地点の通過車両 台数で あ る 。

5 道路名の ( 主 ) は主 要地方道 ( 県道 ) 、 ( 一 ) は一般県道 ( 県道 ) であ る 。

･ 1 1 1 一



第 2 節 振動の防止対策

法に よ る規制

( 1 ) 振動規制法

振動規制法 ( 昭和 5 1 年 1 2 月 1 ロ 施行 ) では 、 都道府県知事か振動を防止す る こ と に よ り 官民の

生活環境を保全す る必要かあ る と 。忍め る 地域を指定 し 、 こ の地域内において 、 工場及ひ 事業場にお

け る 事 業活動並ひ に連投 工事に伴 て発生す る相当範囲にわた る振動 ( 法第 2 条 ) について必要な

規制を行 う と と も に 、 道路交通振動に係 る 要請の措置を定め る こ と な と に よ り 生活環境を保全 し 、

国民 の健康の保護に資する こ と と して い る 。

本県におけ る地域指定状況は次表の と お り であ る 。

表 1 09 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 名

昭 和 53 年 6 年 9 日
( 県告示第 5 3 1 号 ~ 5 3 3 号 )

鳥取市 、 米子市、 倉吉市及び境港市の一部

昭 和 59 年 4 月 27 日
( 県 告示第 3 6 0 号~ 3 6 2 号 )

国府町の一部

昭 和 62 年 7 月 1 0 日
( 県告 示第 5 8 2 号 )

鳥取市 、 米子市及 ひ境港市の一部

表 1 1 0 振動規制法に基づ く 振動規制の区域の区分 と 用途地域の関係

特定1 場等に率いて 発生す る振動について規制す る
区 域 及び道路交通振尹の限度 に係 る 区域

都市。十画法に基つ く

用途地域の区分

特定建設作業に伴 っ て 発
生す る振動につい て規制
す る 区域

第 1 種 区 域

良好な位牌 の環境を保全す る ため 、 特に静穏の
保持を必要 と す る 叡 域及ひ住居 の用 に供 さ れて い

る えめ 、 静穏の保持を必要 と す る 区 域

第 1 種住居専用地域

第 1 号区域
( 工業地域の う ち 、 学校、
保育所 、 病院 、 診療所 、

図書館及び特別養護老
人 ホ ー ム の敷地の周囲
約 8Cm以内の区域を含
む )

第 2 種住居専用地域

住 居 地 域

第 2 稗区 域

仁1 封 の用 に併せて 商業 、 工業等の用 に供 さ れて
い る 区 域て あ っ て 、 そ の区域内 の官民 の生活環境
を保全す る ため 、 振動の発生を防止す る必要かあ
る 区 域及ひ キ と し てユ※等の用 に供 さ れて し ･ る 区

域 ( あ っ て 、 その区 域内 の住民の生信環境を悪化

さ せな いため 、 著 し い振動の発生 を勁 ｣Lす る必要
かあ る 区 域

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

工 業 地 域 第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら除外

(注) 規制の区 域を示す図面は 、 県庁環境保全課 、 関係市役所及ひ町役場公害拍 当課に備え置 き 、

一般の縦覧に供 し て い る 。
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ァ 工場、 事業場振動

工場、 事業場振動について規制の対象 と な る のは 、 指定地域内にあ っ て 、 特定施設 ( 政令第 1

条 ) を設置 して い る工場及び事業場 ( 特定工場等 と い う 。 ) であ る 。

特定工場等には 、 規制基準の遵守義務が課せ られて お り 、 指定地域市町村長は規制基準に適合

しな い振動を発生す る こ と に よ り 周辺の生活環境が損なわれる と 認め る と き 、 振動の防止の方法

等に関 し、 改善等の勧告及び改善命令を行 う こ と ができ る 。

表 1 1 1 特定工場等において発生す る振動について の規制基準

区域の病勢~＼蝋間の区分
昼 間

( 午前 8 時か ら午後 7 時 ま で )

夜 間

( 午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時 ま で )

第 1 種 区 域 60 ザ シ ヘル 55 プ シ ヘル

第 2 種 区 域 65 プ シ ベル 60 ブ シベル

〔 基準値は特定工場 ( 振動規制法施行令別表第 1 に定め る 施設を設置す る工場 事業場 ) において

発生す る振動の特定工場等の敷地の境界線上におけ る大 き さ 。 〕

イ 建設作業振動

建設作業振動について規制の対象 と な る のは 、 指定地域内 において 、 建設工事を施工す る場合

に 、 特定建設作業 ( 政令第 2 条 ) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業には 、 届出義務が課せ られて い る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建設作業に伴い発生

する振動か一定の基準に適合 し ない こ と に よ り 、 周辺の生活環境か著 し く 損なわれ る と認め る と

き は 、 振動の防止の方法等に関 し 、 改善勧告及び改善命令を行 う こ と ができ る 。
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表 1 1 2 特定建設作業に伴 っ て発生す る振動について の規制基準

特

芙
目

① く い打機(も
んけん及び圧
入式 く い打機
を除 く 。 )、 く
い抜機 ( 油圧
式 く い抜機を
除 く 。 ) 又は く
い打 く い抜機
( 圧入式 く い
打 く い抜機を
除 く 。 )を使用
す る作業

⑧鋼球を使用
して建築物そ
の他の工作物
を破壊す る作
業

③舗装版破砕
機を使用す る
作業 ( 作業地
点か連続的に
移動す る作業
にあ っ ては 、
1 日 に おけ る
当該作業に係
る 2 地点間の
最大距離が 50
メ ー ト ルを超
えな し ･作業に
限 る 。 )

④ フ レーカ ー (手
持式の も のを除
く 。 )を使用す る
作業 ( 作業地点
か連続的に移動
す る作業にあ っ
て は 、 1 日 にお
け る 当該作業に
係 る 2 地点間の
最大距離が 50 メ
ー ト ルを超え な
し ･作業に限 る 。 )

適 用 除 外

作業場所の敷地境

界線における振動

1 号

作業禁止 区域

の時間帯 l 2 号
区域

7 5 プ シヘルを

超え な い こ と
7 5 テ ンヘルを

超え な い こ と
7 5 プ シヘルを
超え な い こ と

7 5 ブ シヘルを

超えな い こ と
1

1 号

区域
午後 7 時~

午前 7 時

午後 ? 時~
午前 7 時

午後 7 時~
午前 7 時

午後 7 時~
午前 7 時

災害 、 非常 の 事態、
人 の生命 、 危険防
止 、 鉄軌道の正常
連行、 道路法及ひ
道交法の 占用 及ひ
許 可の夜間指定

2 号

区域
午後 1 0 時~

午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

午後 1 0 時 ~

午前 6 時
午後 1 0 時~

午前 6 時

作業時間

の長 さ の

制 限

1 号

区域
1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 災害 、 非常の事態、

人の生命 、 危険防
止2 号

区域
1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間

連続 し て

作業す る
こ と の で

き る 日 数 房隙一鰐蹴 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内
災害、 非常の事態、
人 の生命 、 危険防
止

作 業 を 禁 止

す る 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

災害、 非常 の事態、
人 の生命 、 危険防
止 、 鉄軌道の正常
運行、 電業法の必
要作業、 道路法及
ぴ道交法の 占用 及
ひ許可の時 、 そ の
他の休 日指定

ウ 道路交通振動

振動規制法では 、 指定地域内において 、 市町村長か道路交通振動について その測定 レ ヘ ルか一

定の限度を超え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損なわれ る と 認め る と き は 、 道路管理者に対 し道

路交通振動の防止のため の舗装、 維持又は修繕の措置を要請 し 、 又は都道府県公安委員会に対 し

道路交通法の規定に よ る措置を と る べ き こ と を要請す る こ と かで き る 。

表 1 1 3 振動規制法第 1 6 条第 1 項の規定に基つ く 指定地域内 におけ る道路交通振動の限度

区域の薗雰~＼監翅の区分
昼 間

( 午前 8 時か ら午後 7 時 ま で )
夜 間

( 午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時 ま て )

第 1 種 区 域 65 ブ シ ベ ル 60 テ ン ヘ ル

第 2 種 区 域 70 プ シ バミ ル

- 1 14 一
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2 特定施設等の届 出状況

( 1 ) 振動規制法に よ る特定施設の届 出数

表 1 1 4 特定施設の種類別届出数 ( 平成 3 年 3 月 3 1 日 現在 )

殿の種類 ＼＼＼＼並町 名 鳥取市 米子市 倉吉 市 境港市 国府町 。十

1 . 金属加工機械

イ 、 液 圧 プ レ ス 23 1 3 2 6 5 6 7

口 、 機 械 プ レ ス 1 64 7 82 7 2 60

ハ 、 せ ん 断 機 1 4 1 5 2 8 1 6 73

- 、 鍛 造 機 3 1 4 6 23

ホ 、 ワ イ ヤー フ ォ ー ミ ングマシン

小 。十 204 4 9 1 42 28 42 3

2 圧 縮 機 65 1 67 68 5 3 05

3 破 砕 機 等

破 砕 機 惟上 14

摩 砕 機 28 28

ふ る い 1I- ･1-▲

分 級 機

小 。十 2 8 2 30

4 . 織 機

コ ソク J 一 ト ブ

5 ロ ノ ク マシソ等

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ノ ク マ シ ソ 2 3 5

コ ソ ク ノ ー ト 管製造機械及び
コ ン ク リ ー ト 櫨 製 造 機 械

小 。十 2 3 5

6 . 木材加工機械

イ 、 ド フ ム バ ー カ ー 3 1 4

ロ 、 チ ノ バ ー 1 6 3 2 1 2

小 。十 1 9 4 2 1 6

7 印 刷 機 械 47 1 6 9 1 1 83

8 コ ム 練用又は合成樹脂練用 ロ ー ル機

9 合成樹脂用射出成形機 1 1 1 2 23

1 0 . 鋳 型 造 型 機 9 9

。十 3 58 2 5 5 235 46 89 4

届 出 工 場 事 業 場 46 64 2 3 23 1 5 6

( 幻 振動規制法に よ る特定建設作業届出数

表 1 1 5 特定建没作業の種類別届 出数 (平成 2 年度中)

種 類 ＼＼＼＼市 町 名 鳥取市 米子 市 倉吉 市 境港市 国府町 計

1 く い 打 機 等 を 使 用 す る 作 業 2 47 1 0 す且 6 0

2 鋼 球 を使用 し て 破壊す る 作業

3 舗装版破砕機 を 使用 す る 作業

4 フ 1 ノ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 2 1 4 1 1 7

。十 4 6 1 1 0 2 7 7
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第 5 章 悪 臭

第 ↑ 節 悪臭の現況

亀 概 要

我々 か悪臭に対 して も っ て い る嫌悪感や不快感は 、 生活環境 、 生活様式、 個人差等に よ っ て 異な っ

て い る 。 悪臭に関す る 苦情は公害苦情件数のなかで も多 く 、 平 成 2 年度の悪臭苦情は 1 9 件で公害苦

情の 1 3 % を 占 めて い る 。

2 各種悪臭測定風査結果

平 成 2 年度中に実施 した発生源 ご と の悪臭測定凋査結果は表 1 1 6 及び表 1 1 7 の と お り で あ り 、 5施

設で規制基隼を超えて い た 。

表 1 1 6 悪臭測定覊査結果 ( 県実施分 )

発生源区分
廷測
定施

設数

轢
(讓)

悪 臭 物 質 濃 度 ( p pm )

ア ン モ

} ア

メ チツレ

メ ノレ カ

フ タ ソ

硫化水素
硫 化
メ ラム ノレ

ト ノ

メ チ ル

ア ミ ソ

*

二硫化
メ チツレ

ア セ ト

ア ノレ プ･

ヒ ド

れスチ レ ン

養 豚 業 一丁･I- 3 . 5 0 1 0 N D N D N D N D N D

獣骨処理場 ｣14 3 . 5 3 . 4 0 . 0 055 0 00 2 7 0 .0 0 06 0 00 1 8 N D

廃 棄 物
処 分 場

14 区域外 0 .3 1 N D 0 0 0 1 8 N D N D N D N D

し 尿処理場 2 2 5
o .2 4 ()

0 .34
N D

0 .0 0 5 7 ^)

0 1 4

N D~

0 0 0 0 5

N D~

0 .0 02 6
N D

N D~

0 .07 1

" 1･I- 3 . 5 0 . 1 0 0 .0 04 1 0 .0 44 0 0 045 N D ND

イン す･｣‐ 区域外 0 2 N D N D N D N D N D

こ み焼却場 14 2 5 0 1 0 N D 0 .1 0 N D N D N D 0 .0 2 1

イン 1J- 区 域外 0 .87 N D 0 0 00 5 N D N D N D N D

ク フ フ ト

ハ ル プ工場
一丁｣- 3 5 0 . 1 0 0 . 0 0 47 N D 0 0068 N D o . 0 03 - --

注 1 . * 印物質の 規制基準は 、 規制地域全域について一律臭気強度 2, 5 ( 表 1 2 1 参照 )

2 N D 検出 さ れず

ノ/
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表 1 1 7 悪臭測定凋査結果 (市町村実施分)

発生源区分
延側
定施
設数

鰡
(暴露 )

悪 臭 物 質 濃 度 ( P Pm )

ア ン

モ ー ア

メ チ ル

メ ルカ

フo タ ン
硫化水素

硫 化
メ チル

ト J

メ チ ノ レ

ア ミ ン

二硫化
メ チル

ヤセ ト
アルブ

ヒ ト

ス チ レ ン

養 豚 業 5 2 5 0 2 も ぎ1 N D N D N D N D N D

" 3 0 0 2 5 N D 0 00 08 N D N D

れソ 3 3 5 0 3脳8
メソ 8 区域外

0 . 1 1 ()
1 . l

ND~
0 0 0 1 3

N D~
0 0 0 7 3

N D N D N D

養 鶏 業 す4 3 5 0 3 0 N D N D N D N D N D

れソ

7 区域外 0 3擬 N D N D N D N D N D

養 牛 業 2 2 5 0 3脳3
メソ 1 2 区域外 O 2鮒

0 00 0 3 ^)
0 0 0 2 1

N D~
0 .0 2 1

N D~
0 .00 1 6

N D

化 製 場 3 3 5
0 .2 0 ()

0 4 0 N。Dom 彎o市
N D~
0 00 0 4

N D~
0 00 5 2

N D

れソ 2 区域外 0 1脳o No高鍋1 け。宙 N D
N D~
0 .004 4

N D

魚粉製造業 5 2 5 0 2陥5
N D~
0 0 03 3

肥料製造業 2 3 5
0 .6 0 ~

1 1
N D~
0 0 0 1 6

N D
N D~
0 .0 03 0

N D~
0 .0 20

N D

水産食料品
製 造 工 場

4 3 5 0 1お N D
N D~
0 0 0 04

N D
N D~
0 00 1 1

N D

食 料 品
製 造 工場

2 3 5 0 2 ~0 6 N D N D N D N D N D

ク フ フ ト
パルプ工場

25 2 5 NOD鞠 NBも5 1 N祐68 N D
N D ~

0 . 06 8

メソ 7 3 5 1 ‐ 0 主9
N D~
0 0 03 7

N D~
0.0 0 6 5

ND~
0 0 07 0

N D
ND ~

0 . 003

廃 棄 物
処 理 場

4 区域外
0 . 1 0 ^)

0 . 53
N D

ND~
0 0 004

N D
N D~
0 .0 0 82

N D

こ み焼却場 2 2 5 0 28 舒7 N D
0 0 0 0 3 ~
0 0 00 4

N D N D

ハソ '･I- 区域外 0 1 0 N D N D N D N D N D

下水処理場
-1l- 3 5 0 .2 N D N D N D N D N D

u尿処理場 2 2 5 0 2総8
N D~
0 .0077

0 0 0 05 ^)
0 65

N D~
0.0 0 3 4

ND

- イン 2 3 5
0 .3 0 ()

1 .6
N D N D N D N D N D

と 畜 場 14 区域外 0 8 N D N D

排 水 路 2 2 5 0 1 3 N D
0 005 ~
0 00 8

N D N D

庄 1 * 印物質の規制基隼は、 規制地域全域について一律臭気強度 2 5 (表 1 2 1 参照)

2 N D 検出 さ れず
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第 2 節 悪臭防止対策

1 法令 に よ る規制

( = 法 に よ る規制

悪臭防止法では悪臭を防止す る こ と に よ っ て 、 生活環境を保全すべ き 地域を知事が指定 し ( 法第

3 条 ) こ の指定地域内に あ る 工場その他の事業場におけ る事業活動に伴 っ て発生する悪臭物質(法

第 2 条 ) について規制基準 ( 法第 4 条 ) を定め る こ と と な っ て い る 。

悪臭規制指定地域内の事業場には 、 規制基準の遵守義務 ( 法第 7 条 ) か課せ られて お り 、 指定地

域市町村長は 、 悪臭物質の排 出か規制基準に適合 しな い こ と に よ り 周辺住民の生活環境かそ こ なわ

れて い る と 認め る 場合は 、 施設等の改善勧告 さ ら には改善命令 ( 法第 8 条 ) を行 う こ と かでき 、 さ

ら に 、 水路等におけ る 悪臭の防止 ( 法第 1 2 条 ) 悪臭か生ず る 物の焼却の禁止 ( 法第 1 3 条 ) を し

て い る 。

規制 さ れ る 悪臭物質については 、 第 1 次規制 ( 昭和 47 年 5 月 3 1 日 施行 ) で 5 物質 ( ア ン モ ー ア 、

メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素 、 硫化 メ チ ル 、 ト ノ メ チル ア ソ ) 、 第 2 次規制 ( 昭和 5 1 年 1 0 月

1 日 施行 ) で 3 物質 ( 二硫化 メ チ ル 、 ア セ ト ア ルプ ヒ ト 、 ス チ レ ン ) か追加 さ れ、 平成元年 9 月 の

政令の一部改正に よ り 、 第 3 次規制 ( 平成 2 年 4 月 1 日 施行 ) で 4 物質 ( プ ロ ピ オ ン酸、 ノ ル マ ル

酪酸 、 ノ ル マ ル吉草酸 、 イ ン 吉草酸 ) が新たに告示さ れ 1 2 物質か規制 される こ と と な っ た。

本県におけ る 悪臭規制は現在 4 市 2 1 町 3 村で規制 して お り 第 1 次規制物質については表 1 1 8 と

表 1 1 9 の と お り で あ り 、 第 2 次規制物質については表 1 20 と 表 12 1 の と お り で あ る 。 又、 第 3 次規

制物質について は、 実態調査を行い 規制地域と規制基準の指定を行 う 予定であ る 。

- 1 1 8 一
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表 1 1 8 悪臭規制地域 ( 5 物質 ア ン モ ー ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素 、 硫化 メ チル 、

ト ノ メ チ ル ア ソ )

告 示 ･

施 行年月 日

規 制 地 域

告 示

施行年 月 日

規 制 地 域

市町村名

地域内の区分

市町村名
地域内の区分

A B CA B C

告示

昭和 48. 1 0 1 2

第 767 号

施行

昭和 48. 1 0 1 2

( 4 市 9 町 1 村 )

鳥 取 市 ○ ○

告示

昭和 49‐ 7 ‐ 2

第 57 1 号

施行

昭和 49 ‐ 7 ‐ 2

( 5 町 )

八 東 町 ○

気 高 町 ○ ○米 子 市 〇 ○

倉 吉 市 ○ ○ 関 金 町 ○

東 伯 町 ○ ○境 港 市 ○

国 府 町 ○ ○ 名 和 町 ○

郡 家 町 ○

告示

昭和 56 ‐ 3 ‐ 24

第 283 号

施行

昭和 56 . 4 1

( 5 町 1 村 )

岩 美 町 ○ ○ ○

船 岡 町 ○ ○ 0 一鹿 野 町 ○

青 谷 町 ○ 河 原 町 ○ ○

泊 村 ○ ○羽 合 町 ○

西 伯 町 ○ ○東 郷 町 ○ ○

三 朝 町 ○ 会 見 町 ○

赤 碕 町 ○
告示
昭和 59 4. 2 7

第 359 号
施行

昭和 59 5 1
( 2 町 1 村 )

用 瀬 町 ○

佐 治 村 ○日 吉津村 ○ ○

中 山 町 ○ ○淀 江 町 ○

(潮 規制区域を示す図面は 、 県庁環境保全課 、 関係市役所及び町村役場公害担当課に備え置き 、

一般の縦覧に供 して い る 。

表 1 1 9 規制区域 と 規制基準 ( 昭和 48 年 1 0 月 1 2 日 鳥取県告示第 76 7 号 )

※濠ぬ毫隨 ア ソモ ー ア
メ チー ル メ ル

力 ブ タ ン
硫 化 水 素 硫化 メ チ ル

ト リ メ チ ル

ア ミ ソ

A 2 . 5 11- 0 0 02 0 02 0 0 1 0 . 005

B 3 0 2 0 . 0 04 0 . 06 0 0 5 0 . 02

C 3 . 5 5 0 0 1 0 2 0 2 0 . 0 7
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表 1 20 悪臭規制地域 ( 3 物質分 二硫化 メ チ ル 、 ア セ ト ア ルプ ヒ ト ス チ レ ソ )

告刀、 ･ 施行年月 日 規 制 地 域 規 制 基 準

偽 不 昭和 56 3 . 24
第 285 号

施行 昭和 56 . 4 1
( 4 市 5 町 2 村 )

鳥取市 、 米子市 、 倉吉 市、 境港市 、 岩美町、 船岡町 、

河原町、 泊村、 西伯町 、 会見町 、 日 吉津村
臭気強度 2 5

告力、 昭和 58 6 7
第 5 1 4 号

施行 昭和 58 6 . 1 4
( 1 4 町 )

国府町 、 郡家町 、 鹿野町 、 青谷町 、 羽合町、 東郷町 、

三朝町 、 赤碕町、 淀江町、 八東町、 気高町、 関金町、

東伯町、 名 和町

臭気強度 2 5

告示 昭和 59 4 . 27
第 35 9 月

施行 昭和 59 5 1
( 2 町 1 村 )

用 瀬町、 佐治村、 中山町 臭気強度 2 5

(･淺 規制区域は 5 物質規制区域 と 同一。

　

　 　

　 　 　
=

表 1 2 1 規制区 域 と 規制基準 ( 昭和 56 年 3 月 24 日 鳥取県告示第 285 号 )

“≦"逮気葱“~＼型趣 二硫化 メ チ ル ア セ ト ア ルブ ヒ ド ス チ レ ノ

規制地域全域 2 5 0 . 0 0 9 0 05 0 . 4

衣 1 22 悪臭物質の臭気強度別濃度
( 単位 : p p m )

臭 気
強 度

ア ソ

モ ア

メ チリレメ ル

力 ブ タ ン

硫 化

水 素

硫 化
メ チツレ

ト J メ チ

ノレア ノ

二硫化
メ チ ル

ア セ ト ア

ルプ ヒ ト
スチ レ ン 備 考

2 0 0 5 0 0005 0 00 6 0 . 003 o oo l 0 003 0 0 1 0 . 2

2 5 0 002 0 02 o o l 0 00 5 0 00 9 0 05 0 4
総理府令に よ
る 下限

3 0 2 0 004 0 0 6 0 0 5 0 02 0 0 3 0 1 0 . 8

3 5 5 0 0 1 0 . 2 0 2 0 0 7 0 . 1 0 5 2
総理府令に よ

る 上限

4 0 l o 0 03 0 7 T･I4 0 2 0 3 1 4

- 1 20 -



{ の 条例に よ る 規制

屋外におけ る 燃焼行為に伴い発生す る はい煙、 悪臭等を規制するため 、 鳥取県公害防止条例に よ

り 昭和 63 年 1 0 月 1 日 か ら 、 コ ム 、 皮革、 合成樹脂 、 廃油 、 硫黄及び ピ チ並びに こ れ ら を含む物

を屋外において燃焼 さ せる こ と を禁止 して い る 。

悪臭防止対策

悪臭規制地域内 において 、 悪臭物質を排出 して い る事業場に対す る施設の改善指導、 悪臭物質の測

定等に関 し て は 、 市町村長に権限か委任 されて い る か 悪臭物質の捕集測定分析については 、 現在の

と こ ろ 市町村では測定体制の整備か困難なため 、 県は測定 、 分析等に関 して積極的な援助を行 っ て い

る と こ ろ で あ る 。 しか しなが ら今後は 、 市町村に即応性のあ る悪臭分析体制か確立 され る こ と か望ま

れ る 。

現在、 法律で規制 さ れて い る悪臭物質は 1 2 物質に限 られて い る か 悪臭物質は他に も 多 く 、 複合悪

臭 も あ り 、 法規制 と 悪臭被害の実態 と に差があ る こ と 、 更に技術的な面で悪臭物質を的確に把握 し難

い等の問題点かあ る か 地域住民か ら苦情かあれば、 発生原因者に対 して施設、 作業方法等の改善等

必要な措置に よ っ て悪臭被害を防止す る よ う 指導 して い る 。

一 1 2 1 -



第 6 章 地 盤 沈 下

本県の地盤沈下 は建設省 国土地理院か実施 した水準測量に よ っ て 、 鳥取市本町 ( 遷喬小学校 ) にあ る

一等水準点で昭和 40 年 か ら 45 年 ま でに 1 3 8 cm の沈下が観測 さ れた 。

ま た 、 環境庁は昭和 46 年度に地盤沈 F メ カ ー ス ム研究会に全国覊査を委託 し 、 ,鳥取平野かその対象 と

し て概况調査か行われた 。

県では 、 こ れを契機 と して昭和 48 年度に専門家に よ る地盤沈下協議会を設置 し 、 昭和 49 年度鳥取 市

に水準点 5 点を設置す る と と も に国土地理院に水準測量を要請 し 、 その後 、 昭和 5 1 ~ 53 年度に県 国

土地理院共同で、 昭和 54 年度以後は県単独で、 水準測量を実施 して い る 。

な お 、 覊査対象地域を鳥取県地盤沈下驫査協議会報告に基ついて 、 昭和 6 1 年度か ら一部変更 した。

1 昭 和 6 0 年度以前の測量 と の相違点

( 1 ) 沈下が “まば安定 して き て い る市街地南部におけ る 測量を縮小 した。

( 昭和 60 年度以前 水準点 2 1 点 測量延長 23 . 1 k m )
昭和 6 1 年度以降 水準点 1 0 点 測量延長 1 4 . o km

{ の 千代川左岸の北部地域に仮点 ( 3 地点 ) を設置 し 、 測量を開始 した 。

2 平成 2 年度の測量によ る地盤沈下状況

平成元年 7 月~平成 2 年 7 月 の 1 年間の地盤沈下状況は 、 水準点 1 0 ,点 中最大か秋里 〔 因幡浄苑 . 水

目 年間 1 cm 以上の 沈下か観測 さ れ た の は上 。己 2 地点で あ り 、 い ずれ も 市街地北部の水準点であ る 。

凖点番号 ( 7 ) 〕 の 1 27 cm 、 次 い で江津 〔 中央病院 ･ 水準点番号 ( 8 ) 〕 の 1 . 1 1 cm と な っ て い る 。

他 の地点 に つ い て は 、 田 園町三丁 目 〔国道29号線 田 園町交差点北西 1 0o m 水準点番号 029一 1 1 9 〕

で 水準点改理 に よ り 沈下量測定が不可能であ っ た が そ れ以外の 7 地点に つ い て は 、 年間 0 1 4 ~ 0 . 8 3

cm の 沈下量 と な っ て い る 。

市街地南部におけ る沈下状況は 、 寿町 〔 西中正門前 水準点番号 ( 1 ) 〕 で 0. 3 1 c m、 本町一丁 目 〔 遷喬

小 : 水準点番号 1 067 〕 で 0. 1 4 c m と な っ て い る 。

3 沈下量の推移

昭和 49 年度か ら測量を実施 して い る 4 地点の中で、 最大の沈下量を示す田園町 3 丁 目 〔 国道 29 号

線田園町交差点北西 1 0o m 水準点番号 02 9 一 1 1 9 〕 についてみ る と 、 昭和 49 ~ 55 年度の年間沈下

量は 、 3 90 ~ 3 55 cm で毎年は “ば同量の沈下であ っ た のに対 し 、 昭和 56年度 2 6 1 c m、 昭和 57 年度 2. 2 5

cm、 昭和 58 年度 1 1 6 cm 、 昭和 59 年度 1 .02 cm と 減少 して き て お り 、 昭和 60 年度は 0 67 cm と 初めて l

cmネ満の沈下 と な り 、 平成元年度 に お い て も 0 73 cm で あ っ た 。 (平成 2 年度は水準点改埋 に よ り 沈下

量測定不能 )

他の 3 地点に つ い て も 、 平成 2 年度の 沈下量 と 昭和49~平成元年度の年間沈下量を比較す る と 、 年

- 1 22 一



度 に よ り 増 減は あ る も の の 、 い ずれの水隼点 も 沈下量 は 減少 し て い る 。

ま た 、 昭和 53 ~ 55 年にかけて新たに測量を開始 しえ 6 地点について も 、 平 成 2 年度の沈下量 は以

前年 に 比べて 減少 し てお り 、 中 で も 累 。十 沈下量 の大 き い 田 園 町 四丁 目 〔建 設省鳥取工事事務所 : 水隼

点番号 〔建 〕 に つ い て は 、 測量開始以来初め て年間 沈下量か 1 cm未満 と な っ て い る 。

次に水準点の 中 で年間 2 cm 以上沈下 した地点の数をみ る と 、 昭和 56 年度か 5 地点 、 昭和 57 年度か

4 地点、 昭和 58 年度及び昭和 59 年度か 3 地点で あ っ た か 、 昭和 60年度以降は 0 地点 と な っ て い る 。

以 上に よ り 、 全体的にみ る と 、 市街地北部を含め 、 鳥取市 の地盤沈下は 鈍化の傾向 と な っ て い る 。

地盤沈下原因の推定

鳥取平野は 、 千代川 の流域に発達 した沖積平野で 、 層厚 50 m 程度の洪積層 と 、 層厚 30 m 程度の沖

積層か発達 し 、 いわゆ る軟弱地層 と な っ て い る 。

地盤沈下の原因について は 、 沖積層 の粘土層 、 特に軟弱な 上部粘土層 ( 層厚 5 ~ 1 o m 程度 ) の圧密

に よ る も の と 想定 され る が 地質の状況 、 地下水利用及び都市化の進捗状況等に よ り 、 地区 に よ っ て

沈 下量に差か見 られ る も の と 思われ る 。
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表 1 23 鳥 取 市内各水隼点の 沈下 量 ( 単位 cm )

水 準 賀 番 為 02 9 1 1 9 00 9 Z O 9 ) 1 067 ｢建 ｣ 7 8 00 9 2 1 o ＼ - 0

所 在 地 田 園町 3 ｢ 目 松並町 2 丁 目 寿 町 本 町 1 丁 目 田 園町 4 丁 目 秋 里 江 津 安 長 秋 里 秋 里

平 成 兀年度の沈下丑

〔 H 1 7 ~ H 2 7 〕
往 1 ) 0 2 2 0 3 1 0 1 4 0 8 3 1 2 7 1 04 0 68 0 4 0 0 4 5

昭 和49~平成元年度の 沈下量

〔 S 49 6 ~ H 1 7 〕

は平均年間沈ト セ

庄 1 )
〔 S 4 9 6 ~ H 1 7 )

( 2 2 2 ) ( 1 l o ) ( 1 0 5 ) ( 0 7 5 )

往 2 )

〔 S 53 7 ~ H 2 7 〕

32 5 7

( 2 7 1 )

注 3 )

〔 S 55 7 ~ H 2 7 〕

2 1 3 9

( 2 1 4 )

庄 3 )
〔 S 55 7 ~ H2 7 〕

1 9 3 5

( 1 94 )

注 3 )

〔 S 5 5 7 ~ H 2 7 〕
1 2 1 9

( 1 2 2 )

注 3 )

〔 S 55 7 ~ H 2 7 〕
6 86

( 0 69 )

注 3 )

〔 S 5 5 7 ~ H 2 7 〕
8 5 4

( 0 8 5 )

備 考
霧絮篩鼾丁 l 酷 9 号線城舩

西中止門 前 埋喬小学校 建設省鳥取工 事事

務所

因幡浄苑 中央病院 国道 9 号線安長 ′ く

ス 停翁

荒木神社 工業試験場

注 l i 0 29 一 1 1 9 は 水準古 改埋 こ よ り 平成 2 年度の 沈下量測定不能。

2) ｢ 建 ｣ は 、 昭和 5 3 年度か り 測量 を 開始 し 丸 も の 。

3 ) ( 7 ) 、 ( 8 00 9 一 2 1 0 、 (9) 、 岡 の 5 貞 ば 、 昭和 5 5 年 度か ら 測量を 開始 し た も の 。

-ー
,
に

心
-

- - 図 1 2 主 な 水隼点 の累 。十 沈下量
平成 (年月 )

昭 和 5 1 6 52 7 5 3 7 54 7 5 5 7 5 6 7 5 7 7 58 7 5 9 7 60 7 6 1 7 6 2 7 63 7 1 74 9 6

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　 　　　　

ー 3 o 】 3 5 2 6 1 1 7 1 ] 8 1 06 7
5 4 4 6 1 5 1 4 4 4 1 5 6 本町一丁 目 (遷喬小 )

6 6 7 8 8 4

7 1 7 4 0 09 一 2 09 松並町一丁 目 ( 9 号線城北公園前)
1 8 3 (8)江津 ( 中 央病院 )

2 0 1 (7)秋里 (因幡浄苑 )(Cの

33 4 0 29 一 員 9 田 園町一丁 目
( 29 号線 田園町交差点北西 1 0o m )



図 1 3 鳥取市地盤沈下等量線図 ( 平成元 年 7 月 ~ 平 成 2 年 7 月 の沈下量
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